
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜里山再生アクションプラン＞ 

～むら美しく・人いきいき・きらりおおくら里山再生プロジェクト～ 

＜令和４年度 事業目的＞ 

里山での事業・間伐材を使用した事業を通じ、地域の森林・自然環境につ

いて学び、森林への理解、里山の保全、間伐材の活用へ繋げる。 

棚田の見晴らし台に県産間伐材を用いたパーゴラ

の設置作業を体験することにより、県産間伐材の利活

用の啓発を図る。 

 大蔵小学校 4 年生児童を対象に、「なめこ」の栽培

体験を実施した。地元森林活用協議会の指導により春

には植菌と、秋には収穫を体験した。 

村内保育所の園児対象に木育推進事業を行ってい

る。打ち合わせを行い、三歳児の幼児が使用できる木

製のままごとキッチンとテーブルを作成した。 

地区住民の憩いの場である里山の公園、かつて地区住

民みんながとおった里山の旧道沿いに、桜を植樹し、

森林組合の植樹の指導・育成管理の研修を行った。 

 ＜活動成果・感想及び今後の展開＞ 

 例年実施している事業に加え、数年ぶりに行う事業も実施できた。継続して事業をできたことで、村

内の児童や地区住民の方々に森林づくりに対する意識が強まっていることを実感できたので、来年度以

降も引き続き実施していきたい。少子高齢化により参加者募集に苦慮しているが、今後も住民ニーズに

こたえながら、本事業の趣旨に沿った新しい事業を模索するなど、事業の展開に努めていきたい。 


